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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、中国語の時間表現の特色を明清時代から現在に至る約六百年間における時間詞（以下、
時間名詞と同義に用いる）の歴史的変遷から明らかにし、併せてそこに反映した時間概念の変容をも
考察している。 
本論文は、全４章に序章と終章を加えた６章からなり、序章は、その考察対象と考察手順を示し、併
せて本論文全体の構成を提示する。第１章「時刻制度と時間詞」では、本論文の前提となる明清時代
の時刻制度と時間詞の定義と分類について概観し、中国語の時間詞の重要性とその定義、分類につい
て検討が加えられている。第 2 章「明清時代以降における時間表現」では、通時的に意味変遷を確
認することのできる幾つかの時間詞について、明清時代以降の白話語彙資料に見られる時点義と時量
義の歴史的変遷を明らかにしている。第 3 章「清末民初期における時間表現」では、清末民初期の
“X+点+钟”という時間表現に焦点を当て、この表現が現代語では時点のみを表すが、清末民初期に
は時点と時量の両方を表すことができた理由を明らかにすると共に、その変遷過程を実証的に解明し
ている。第 4 章「漢字文化圏における近代的時間観の変容と定着」では、韓国の開化期と日本の明
治初期における時間表現の使用状況を調査し、同時期の中国語の時間表現との類型論的観点を交えて
考察を行っている。終章では、以上各章の論点を再度整理要約したのち、今後の研究の方向を展望し
ている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、従来の中国語時間表現の研究が、現代中国語の分析に偏りがちだった弊を免れ、明清時
代から現在に至る約六百年に及ぶ膨大な白話語彙資料の調査、分析に基づく実証的な通時的研究の手
法を取り、時間詞の総体的な歴史的変遷を視野に入れることによって、優れた成果を上げることがで
きたと言える。特に第２章において、現代中国語の“时候”が時点義しか持たないのは、実義を失い
次第に文法化が進んだ結果であると同時に、“时候”の実義用法を担う“时间”が急速に台頭して現
代中国語に定着していったことによることが明らかにされている。従来の研究が現代中国語における
“时候”の意味分析にほぼ終始してきたのに対し、本論文は現代中国語の“时候”の時点義がいかに
歴史的変遷を経て形成されてきたかを明らかにし、時間詞全体の変遷の中に位置付け解明することに
成功している。また、第３章においては、清末民初期に“X+点+钟”が両義性を持ち得た理由として、
X の値が小さい場合、その時間は 12 時制の時刻更新の基準である“一个时辰”（120 分）よりも下位
の時間単位が表す時間となるため、長期にわたって使用されてきた 12 時制の時間感覚が 24 時制に持
ち越され、時点と時量の両義性を持つことができたのではないかという新説を提示する。この説は
24 時制の普及するにつれ“X+点+钟”の両義性が失われてゆくことからも裏付けられる。先行研究が
「中国人特有の言語感覚」といった極めて曖昧な表現でしか解釈できなかった問題を、本論文は通時
的な視野からの緻密な用例分析を通じて、より普遍妥当性の高い解釈を導き出すことに成功している。
これらの研究成果は、中国語時間表現の研究を大きく前進させたと言える。 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
